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木畑  匡（きばた ただし）  
昭和51年7月19日生まれ 46歳  辰年 B型
甲南大学法学部卒 同志社大学大学院法学研究科中退
堺市議会議員3期（堺市中区選出） 総務財政員会委員　
都市計画審議会委員　 堺市議会堺創志会幹事長 
堺少年軟式野球協会顧問　堺ラグビー協会顧問　
堺ソフトボール協会相談役
堺市中区倫理法人会顧問　堺大魚夜市運営本部顧問 
堺中地区保護司　防災士
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地域の絆
とともに
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提案！　すべての先生のICTスキルを高めるための応援施策を！
教育委員会の答弁　ICT活用に優れた教員をインフルエンサーとして派遣し、指導例や、
資料を小、中学校全体や教科で共有できるよう情報発信を積極的に行う。ICT活用
の課題の解決方法を探すことができるよう、教員同士のコミュニティサイトを運用。

提案！　学校関係のシステム調達には大手業者だけではなく、地元業者の活用を！
教育委員会の答弁　今後の調達の機会においては、経済性・競争性の確保に留意したうえ
で、市内事業者の発展を支援する観点もふまえ、適正かつ適切な発注方法の設定による
調達を検討する。

提案！　小中学校における防災教育の充実と地域の防災訓練への参加を！
教育委員会の答弁　災害はいつ起こるか分からないため、地域との連携は必要である
と認識している。地域の防災活動や避難訓練に参加する学校園が増えるよう働きかける。

提案！　災害時に一人で避難することに不安な２万人以上の市民（避難行動
要支援者）への支援計画には自治会との連携や、担当職員の増強を！
健康福祉局の答弁　今後も要支援者個々の状況に応じたきめ細かな対応を行う。
関係機関との連携体制や計画の更新方法、避難経路の実地確認等、計画作成に
関する多岐にわたる課題点を整理し、より効果的に推進する。

提案！　障害者の就労支援や活躍できる場の拡充に向け民間のノウハウ活用
と何らかの会議体設置を！
健康福祉局の答弁　障害者就業・生活支援事業を拡充し、一般就労への移行に向けて
のノウハウがない事業所に対しては、そうした手法やスキルを提供していく。企業と
も連携して体験実習先を提供していく。受け手側である企業への障害者就労の理解
を促し、障害者の一般就労の促進につなげる。 

提案！ 令和６年１月から、事業所から排出される
紙類が清掃工場に搬入できなくなることへの
丁寧な説明を！
環境局の答弁　事業所から排出されるごみには、約
[to1]22％、約20,000トンのリサイクル可能な紙類
が含まれていると推計される。これらをリサイクルに
回すことは、限られた資源の有効利用や、清掃工場の
高稼働率解消及び負担軽減にも寄与することから、
今般実施する。

提案！ コロナ禍の巣ごもり需要で増加したダンボー
ルごみについて資源化への啓発を！
環境局の答弁　新規に集団回収に取り組もうとする団
体を対象とした「集団回収スタートガイド」を作成し、
新築マンション等を含む集団回収未実施地域に対し
て参加への働きかけを行う等、広報媒体を用いた情報
発信と併せて、今後も積極的に取組を進める。

提案！ 女性活躍推進法の改正を受けて、市内企業
との連携を強め本市の女性活躍をさらに推進
すべき！
産業振興局の答弁　さかいJOBステーション事業等を
中心に、関係機関や庁内の連携を深めながら、きめ細
かな就労支援を継続して実施する。「さかい女性の
就職応援プロジェクト」として、様々なアプローチで
女性求職者と企業のマッチングを支援することで、
女性の就業率の向上をめざし、女性をはじめ多様な
人材の活躍による安定的な雇用を通じ、地域経済の
基盤強化を図る。
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質疑の動画はこちらから 質疑の動画はこちらから

質疑の動画はこちらから
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３期目の締
め括りとし

て

            
大綱質疑に

登壇！３期目の締
め括りとし
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大綱質疑に

登壇！

駅前市政報告１７年！ 議会質疑通算１０２回！ 堺の明日を語る会１００回！ たくさんの仲間とともに！

今任期最終となる令和５年第１回
定例会。令和５年度の予算を決め
る大切な今議会でも、本会議場で
の質疑に臨みました！
今議会では５つのテーマに沿って、
堺市当局と議論しました！

〒599-8236  堺市中区深井沢町3287  アシストビル1F  
TEL.072-281-8030  FAX.072-281-8031木畑ただし市政相談所 @ kiba1010

質疑の動画はこちらから

３月３日にソフィア堺で開催した市政
報告スペシャルバージョンには５００
名を超える皆様に応援に駆けつけて
頂きました！感謝の気持ちを胸に、
これからも頑張り続けます！

市政の最新情報を身近にお届けした
い思いで、各地域の会館をお借りして
開催してきた「堺の明日を語る会」。
コロナでしばらく開催できませんでし
たが、皆様のご協力でいよいよこの
３月で１００回を数えます。

当選後初の大綱質疑に登壇してから
１２年間。議員の本分でもある議会
質疑の回数は102回を超えました。
すべての議会で発言を欠かしたこと
はありません。

毎週月曜日朝７時、深井駅前での市政
報告は、２００６年６月にスタートして
から１７年間。出張や祝日以外はほぼ、
休まずに続けています！

堺の農政5
化学肥料価格や、飼料価格の高騰に対する支援について
堺市も前向きに検討すべき！
耐震診断により改修が必要とされたため池の改修を迅速に！

堺の教育・子育て2
財政が厳しくても、教育・子育て支援には予算を！
特に学力向上に必要なマンパワーの確保を！

堺のスポーツ振興4
子どもが体を動かせる場所や機会の提供と、ここ数年
減少傾向であったスポーツ施設の保守管理費を
しっかりと充実させるべき！

堺の災害対策3
昨年９月の豪雨で明らかになったインフラの脆弱性には
きめ細やかな対応を！
防災への取り組みをきっかけとした自治会加入率の向上を！

堺の財政1
目標としていた規模以上に基金を積むのであれば、
むしろ市民サービスに還元するべき！

令和４年９月２日、堺市内で局地的に記録的な大雨が降りました。中区・
南区・西区を中心に各所で被害が発生し、数多くの災害復旧の要望があり、
我が会派としても堺市関係各局の皆様とともに、全力で対応して参りま
した。改めて、当日の降雨と被害状況や、対応状況を確認しました。また、
地域防災における自治会の重要性については、市民人権局長より「自治
会未加入者に防災訓練への参加を呼び掛ける。防災防犯の取り組みを通
じて自治会加入率の向上につなげる」とこれまでも訴えてきた主張と思
いを同じくする答弁がありました。

スポーツ庁が２０２２年度に実施した「全国体力・運動能力、運動習慣等調
査」では、２００８年度の調査開始以来、小中学校の男女ともに体力合計
点が過去最低となりました。コロナ禍における子どもの体力低下が深刻
な状況になっており、この傾向を大変憂慮しています。対策としての部活
動とスポーツ教育については、「様々な受け皿を整備する」との答弁
があり、地域でスポーツ活動を行うための施設整備に関しては、「既存施設
の柔軟かつ効果的な活用を進め、民間事業者の協力も得ながら財源の確保
に努め、スポーツ環境の充実を図る。」と新たな取組みにも期待の持てる
答弁がありました。

何十年か先の地球的課題として、世界規模での大幅な食糧不足が懸念
される中、本市農業の位置付けも、今後、大きく変わる可能性もあると
考えています。現在、本市の農業産出額は令和2年の推計で33億円と
なり、府内1位です。最近では、世界的な穀物需要の増加やエネルギー
価格の上昇に加え、ロシアによるウクライナ侵略等の影響により、化学
肥料原料の国際価格が大幅に上昇し、肥料価格が急騰しています。これに
ついて大阪府下の他の自治体では支援制度があるのに、堺市には制度
が無いことを厳しく指摘したところ、産業振興局長より「必要であれば
前向きに検討する」と関係者の皆さんの思いが実る方向性での答弁が
ありました。

令和４年度全国学力学習状況調査における小学校の学力低位層の
大幅な増加という残念な結果の原因と今後の対策についてはこれ
までも厳しく追及をしてきました。今回の質疑の中で、教育監より
「堺学びサポートには一定の効果があった。学力低位層の子どもた
ちの学力向上にはICTだけで出来るとは思っていない。マンパワー
も検討する」と私たちの指摘を取り入れ、実施する旨での答弁があ
りました。一方で、配慮を要する子どもの支援体制については大幅
な予算増がありましたので、これについては高く評価するとともに、
保育施設等を利用する特別支援児童数が年々増加する中、保護者
や保育士さんに負担がかからぬよう、配慮を要する就学前児童の
就学についてしっかりと関係機関で連携するよう求めました。

財政危機宣言発出以降、財政状況や財政構造はそれほど変化し
ていないなかで、近年まれにみる黒字決算となったうえに、今議
会前には財政危機宣言が解除されました。危機宣言とは何だった
のでしょう？人口減少の時代、地方自治体の財政はどこも厳しい
ですが、堺市は財政危機の名のもとに必要なものまで拙速に削っ
てしまい、そのせいで職員や市民に大きな混乱が生じています。

一方で理由は何であれ、堺市の貯金である基金
が過大に積みあがっています。これは適切に
使っていくべきであり、新たな事業の実施は
もちろん、廃止された事業の見直し、復活も必
要であると改めて指摘をしました。


